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動物と私

一一一一台』ーーィー

一熊と私 内田一郎

大正十三年凶月、渓災で荒れ果てた：m」江を後にして私
は札似へ行き、北大Ji!.辿京に入主でした。その直後の五月

頃の司王であったと思うが ’が生の山岳部の人i主が大雪iJJ

を!itlli政しての帰釆談が寮のコンパの席上で・あった。それ

は私共内地（北海道では本J-1-1(7)事を内地と呼んでいる。）

から来たものには全く驚きであった。それによると一行

が頂上の近くまで行った所、i量か前方の台地で熊が 2・3

匹遊んでいるのが見えた。これ以上進むのは危険だから

と、その熊の一群の写真をJ沿って下山の途についたが、
その途中一行は足の早いものと遅いものとの聞に大分ml

りが出来た。その時突然両貯の1.j:i問の熊笹の繁みから－

I&の熊均苛見れて、人間共と同じ速度で同じ方向に歩き作，

した。後の一群は直く3気付いたが、前の一群は何も知iら

ぬ。後のー苦手がおやぢ（熊）が出たぞと大声を上げて前の

ー鮮に知らせた。前の一群は熊に追いかけられる恰好な

ので必死になって駆け、持秒lを次々と投げ捨てて身軽

になって逃げた。後の一群も進む司王も出来ず進退窮って

いた所、熊はヒョイと械の熊笹のιI－•へ身を服らせて姿を

消したとの事、麓の村人の話ではその熊は恐らく未だ人

間に会った司王のない熊だろうとの事だったと。

その年の秋、我々楽生 240名は定山渓温泉ても恒例の熊

汁会ならぬ豚汁会を行った。或る土附日の午後寮を出発

した一同は三々五々徒歩で（当時既に食弱な定山渓鉄道

はあったが）定山渓へ向った。当H寺定山渓への道は告II落

と古Iii'再とのIHIには熊笹を分けて進む械なfill-が多かった。

我hは委只が所々に"5！.ててくれた道標を頼りに進んだ。

所が後鮮の少しTj)fJの所の道椋に 『この辺は一週間位市I

から熊がj出ill:するからj主.＼立せよ』とある。我身内地から

来たものは胞を渋した。一同大声てJが歌を司）~l、乍ら危険

箇所（ワ）を通過したのを党えている。

H併U四年夏、私は友人五、六人と十勝の北海製栂へア

ルバイトに行った。峨坊は常広から16粁程i維れた上売買

（カミウリカリ yプ）の出場て・ある。相当な山奥と言う

感 じで、アイヌの男女が多勢i引いていた。所がそのl}ll落

が連夜fi~に襲われるのである。 － 111：孜はA家の馬がやら

れた、昨夜lまB家の犬が一晩中日人え続けたと情報が入る。

村では慨に秋川や山形から猟師を雇って連日敵を追って

いるのである。そんな所へ孜々は行ったのである。今度

こそはほんもののii~にお目にかかれるかと 、 こわいもの

見たさ半分乍ら少々則侍していた。さで仕事であるが始

めはピー トの｜日l引き与を少々やらされたが、その能率た
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るやとてもアイヌのおばさん速の敵ではなL、。その後l主

将ら薬剤撒イJiの方に凶って

働いた。さてビー ト知lであ

るが大体平均2～30へグタ

－ ）レもある広大なJ:Ujが、 1-/~

いに隣接するのではなく、

手頃な平坦地を選んで飛び

飛びに諸所に散布している。

1!tってAM.lt!'.の｛上司工が；斉ん

で次のB耕地に移るのには

我々は熊笹の被いかぶさっ

た紺｜道を登り下りして沢を

iJ!tったりして近道を して次

の農地に移るのが常であっ ，『＼

た。そんな或る口の昼下 り

私、等は－3i1Jになって農地移動をやっていた。その日キ突然

先頭のものが 『出た」と叫んだ。勿論町長』である。

我々は顔色を変へ隠を返していま来た道を逃げた。 2-

3百米も走った頃、先頭の方から迷った迷った熊じゃな

いと大声で述絡しているのが聞えて米た。やれやれと胸

撫で下して又前進したのだが、やがて問題の場所に来て

見ると tftj夫や百姓が山仕事をするH寺の装束だが般に！！~の

皮を巻いた一人の百姓が簿l惜しサ夫い沢で此方に尻を向け

て鎌を研いでいる、頃日来の音Iii存の熊！騒ぎもあり慌てた

先頭の人を笑うわけにはいかなかった。

こんな熊との出あい （と申しでも野生の実物にお目に

かかった司王はないのだが）を繰返してーヒ年の札l脱での学

業を終えた私は昭和六年札似を離れて、以後l品JI!§で暮し

ている。 青年H寺代の七年間を過した北海道での想い出i;l:

懐し く、私の封！II：訟は札1脱一校庭のー－：：：11に原始林を残して

いたエJレムの学園ー熊と進んだ。そしてあの年老いた熊

でも何となくあどけなくとぼけた峨な表↑吉、 そして無様

mなf士ぐさ、号ーもなく、縁i'i.大でひIfのないのは111だけと
か。 然も又時には似る l~I信ありげな挙措等、 fiif と な く 憎

めぬ存在である熊は払のペ y トになった。初Jめ机の上の

-pじの小さな ii~の彫刻lで揃足していたが、 その後機会ゐ

る句にH際も定めずにポツボツと ＇i'.il、集め、又友人i.tが

旅行の1!;'1正にお＞.：：LJ1i"に持 ちfolってくれたものがmりf良っ
て伊JIJ占のHll にかii~のミニコレクンヨンと言う tli な形態に

なって米た。勿J命；：：i:日｛「Jに系統立ったものではないが、

先llHげよの先強から r+i;のコレジションは一つ一つ災ft

のものが感じられる特色がある』との御批誹があった。

（.！－（！：大阪市 !if.I業医） of'年片山世ザ日片山戸ボ匂片山＃ザ守片山持ボザ片山＃ボ句岡山~日均山戸ザ叩与；I’

表紙の写真説明

“インドトキコウ”

この秋に入国した珍らしいコウノトリのf中間

です。トキに似た大きな口l燃があり 、羽恨の一

部がヒーンク色で美しい鳥です。

“トビカモシカ”

今年6月に2頭の赤ちゃんが誕生しましたが、その後す

くすく成長しでもうすっかり親と変らなくなりま した。

でも角だけはまだ、短いです。 （左の2頭）
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動助園グラフ

“新入園の水鳥たち”

秋から冬にかけては、水鳥たちの季節です。

このシーズンを前にして、新しく 水鳥の仲間が増えました。

水禽たちの放袋舎で元気に羽ばたきをしたり、泳いでいます。

↑カモハクチョウ

↑カオジロガン

←コハクチョウ クピワコガモ→

10・11月の動物園日記
10/28. トカラヤギとコピトコブウシが下痢気味です。ど

うやら昨円のUlit~のお客さんが与えた餌を食べす

ぎたようです。

30. 今まで月lj.I;に収容していたオスとメスのうγ をき

ょうから同居させました。

11/ 1.ライオン（ユキ）が2頭出産しましたが、 l頭は

↑普しくもff亡しました。

パクのオスが急な寒さのためか採食不振で元気が

ありません。

3. パクのオスに栄養剤、強心剤の注射を始めました。

4 

4.フタコブラクダ（サクラ）がメスを li演出産しま

したが、全然仔の世話をしないため人工n~；苦手する

ことにしました。

6. オオキンランチョウ l羽、 シロヒメウズラ 2羽、

シュパシキンセイ 2羽の寄贈がめりました。

今年も例年返り、オオミズナギドリが保殺され動

物闘にも 九こまれるのがmえてきました。
7. 人工哨育中のラクダの仔がミルクを，！？い蝋し惜し く

も死亡しました。

フンボル トペンギンが気のう炎で死亡しました。

ケープペンギンが下の口ばしを折って しまい、ピ

ンを入れて固定してやりました。

9. タマゴヘピが死亡しました。

11. チンパンジーのサクラが軽いカゼ気味なので治療

をしています。

13. オオパタン l羽の寄贈がありました。

16.治療を続けていたパクのオスがやっと元気を取り

戻し食欲も出てきました。

18. カパ舎の寝室の暖房を開始しました。

きょう芳三月眼目lま休閑日です。

19. シロキジがl羽死亡しました。

20. メガネカイマンがf<I• 聞と 斗争して l 頭死亡しまし

↑カオジロリュウキュウガモ

・．，』。

21. リカオンのオスが血尿を排出しているので治療を

始めました。

24. ゴリラのゴロが少し下痢気味なので投薬をしてい

ます。

25. リカオ ンの血尿は一応止まりましたが、更に観察、

治療を続けています。

5 

シマウマのオスがl1i:il1"iiを起こしたので軽い運動を

させて治療しました。

ニカクサイチョウ l羽が採食不振のため、強制さ

し餌を始めました。



動物園この1年
早いものでもう l年が終わろうとしています。今

年最後の「なきごえ」ですので今年 l年 をふり返っ

てみることにしました。

牢1974年生まれの動物達

今年も又たくさんの動物途が誕生していますので、

その.:I三なものを倒1車門プトしま しょう。

まず元品早々、 シ円γ －rナガザルが l頭越生 しまし

た。 3年前にも l顕同じ両親 から生まれており、

2 !JC 自の ll'1il€でした。 翌 1 月 2 日にはライオンが3

E民生まれ、新華手早＃から好制なすべり出しでした。

1月18円にはピューマが2ii民生ま れま した。 この

母親！;I:今岡が10度目のあ、il€ だけに、ベテランらしく

うまく｛子を背でてくれました。

2月にはこれといった動物は生まれませんでした

が、 3月に人って春の訪れと共にベピーブームが起

きました。特に人工哨脊が多かったため、研究室は

まさに，！（：山内の悠でした。 まず3月10日に生まれた

ライオンは母ライオンのユリが全く世話をしないた

め人工哨育しました。名前も 7 ギーとつけられて丈

夫に育ちました。 3月23日にはアライグマが2liJi ~三

6 

まれましたが母親が異常にかわいがるため l顕死亡

してしまい、残る l頭（メス〉を人工哨育しました。

これはロージーと名付けられ、 今では母親と変らな

し、大きさにまで成長しました。 3月25日にはキリ ン

が l!!t-U延生しました。 ー

過去a婚生した5預金
でカずメス（;fヵ、 りて志し

たが、今凶は初めて

オスが生まれました。

3月31~ l二（;l:：フンオゴ

ルト ペンギンが2羽

ふ化しました。去年

はせっかくふ化しな

がらうまく脊たずや

きもきしましたカヘ

今年は順調に育ちま

した。まだ親の羽色

とはかなり巽ってい

ますが、 2年後位には親と同じ羽色になることでし

ょフ。

4月 11:1には去年に続きジャツカ Jレが4頭（オス

2、メス 2）生まれま した。去年は人工晴脊でした

が今年l孟母親がうまく 育ててくれました。 4月 7日

にはエチオ ピアラ イオ ンが 2ll_民生まれました。同8

日ははハナグマが5lli'l生まれました。 3頭は惜しく

も死亡しましたが2i!i'lはすくすくと育っています。

4月2811にはピューマが3m挺生し、今年 1月生

まれの2頭と合わせて一時は8頭もの大世帯となり

ました。この母線は昭和46年 8月に当図で生まれた

もので、初めてのお産でした。 4月30日にはシマウ

マがl顕生まれました。母，悦は初めてのお産で心配

でしたがうまく育てています。

す。そのほか、ふ

卵器に入れてあっ

たキジ煩の卵が次

々とふ化 し、 60羽

ほどのキジ類が誕

生 しました。その

主なものはキンイ

ロキンケイ 12:-Jjj、

キンケイ 9司耳、ク

ジャク 6羽、ギン k

ケイ 4羽、サンケ li 
イ3羽などです。 ~＇ 

6月 1日には今

年 2頭目のキリン

5月には4月から産卵を

していたフラミン ゴの内、

キューノ〈フラミンコ’カず5月

21日にふ化 したのを始めと

して 6月 9目、 12日に各 l

羽、共にキューパフ ラミ ン

ゴとヨ ーロ ッパフラミンゴ

の概間雑種 が誕生 しました。

成長後どんな羽色にな るか

大いに興味のあると ころで

［~I 

7 

が縫主主しました。今度もオスで、 3月に生まれたの

をキンちゃん、 6月に生まれたのをギンちゃんと名

付けました。 2ll:民共元気一杯に走り回 っています。

一方カモシカ闘でも今年は出産が相つぎました。

エゾシカ、ハナシカ

カ；5月ヵ、ら 7用lニヵ、

けて各4顕ずつ生ま

れ、スプ リングポ y

クカ；5月6日（メス）、

6月29口 （オス）に

各 l頭置誕生しました。

オリックスも情lじ6

月29日にオスがl顕

生まれました。当図

で誕生したオリック

スはこれで 6鋲自で

す。又、ブラックパ

ックも 8月 6白、 10 . ー．
目に各 l頭生まれました。

3 llJiー紡に人工111nt-1しました。



3ii員共非常に仰が良

く／I街制に育ちました。

8月5LIには凪際保

護動物のシシオザ Jレ

が 1:m ＜オス）生ま
れま した。母線はこ

れが4皮Hの出産だ

けにうまく育ててい

ます。 8I111日には

アグーチが2頭誕生

しました。 2~j?:,.S.: り

の誕生だけに喜びも

ひとしおでした。

g n 4円には 6月23円に17ケ産卵していたスジオ
ナメラの!Ji・Jのうち 7ケがふ化し小へピがt誕生しまし

た。スジオナメラは中副、朝鮮、東南アジアに分布

するへピで、 円本での泌生は初めてと忠われます。

以上が11）］ ：末現在までに縫生した主な動物です。

これ以外にも出産、産卵しながら惜しくもうまく

育たなかった動物もいくつかありますが、その内来

年こそはとHlll辛できるものをいくつかあげてみます

とーーーー烏~iてらはシュパシコウが例年うまくかえって

いたのですが（昨年7羽）、今年はフナがJ政凶と忠

われるー砲の食中毒で l羽も かえ りませんでした。

6月181=1に l立オオ

ヅJレと キングペンギ

ンが産卵 しましたが

オオヅルは食卵鮮の

ため、キ ングペンギ

ンは紙付IJJl'lのため、

うまくかえりません

て志した。

nm乳矧では 3月22
日にアナグ？ 2頭 、

4月12にヌクテに4

ilJ'tが生まれ、それぞ

れ人工哨背したので

すがうま く育ちませ

んでした。 タヌキ、ベンガルヤマネコも11.1'.Niがあり

ましたが発比時にはも守しくも死亡していました。そ

の他パーパリー シー プ、エ ランド、 フタコプラクダ

でも虚弱児のtl'.r宅や流J穏などでうまく育ちませんで

した。

ハ虫類では今年もX、インドニシキヘピがjl~lJl·J し

たのですが無梢卵などでふ化しませんでした。

今年うまく背たなかったものは来年こ そは今年と

同じ失敗をくり返さないようにして、うまく育てた

いものだと忠っています。

* 1974年 に新 しく入園した動物達
今年は例年にな く多くの珍しい樋郊の動物が析し

く入り ま した。その内の珍 しいものを紹介してみま

しょう 。

まず鳥類ではカタジロワシが l没入りました。

カタジロワ シは円本の動物l蚕lでもふl脊されているの

はごくわずかな珍烏です。現在 l羽が星Jl嬬症を起こ

して治療中のため別キに収容していますが、将来は

一緒にしてなんとか繁殖させたいものです。

熱帯産の色彩般かなエポシドリ lま3極類入国しま

した。 ニシ λキンエポシドリ2羽、 アカ ガシラエポ

シドリ l羽、ホホジロエボシド リ3羽の計一6羽です。

水禽類ではクピワコガモ5羽、ミカ ドガン2羽、

カオジロガン 2羽、カオジロ リュウキュ ウガモ4羽

カモハクチョウ 2羽、コハクチョウ 2;J;J、ヒ ドリガ

モ 4羽、サカツ ラプfン l羽などが人りました。令て
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（「

し

中を泳ぎ回っています。コウノトリの仲間では日本

の動物園では珍しい トキコウ 2羽とアンデスブロン

ズ トキ3羽が入りました。

オオムの類ではピセイインコ、ゴシキセイガイイ

ンコが各 l番ずつ入りま した。ペンギンの類ではケ

ープペンギン 2羽、イワトピペ ンギン 4羽が入り、

ペンギン舎も一段とにき’やかになりました。

サイチョウ類はオオサイチョウがl羽入って 2羽

ら戦後初のf品i;t-t以の輸入ということで、 30日間もの

長期 間の検疫を受け、 9H 6日当図 に到着しました。

タンチ ョウヅルは当閣に前から居る独身のオスの花

嫁としておこし入れして来たもので、来年♀々位か

ら同居させる予定です 。

もう lつは t海市西郊公園との動物交換で、当園

からはア シカ l番 とフンボルトペンギン 2舎を贈り、

上海からはクロオオカミ、マナヅJレ各 l番を贈って

来ました。クロ オオ

カミ、マナヅJレ共に

非常にf中が良〈、 モ

ウコレ イヨウ、タン

チ ョウヅJレと共に来

年は日中友好の二t止

をせ’ひ誕生させて欲

しし、もσコても寸ー。

なお、モウ コレイヨ

ウ、クロオオカミ共、

H本へは初めて渡来

したと い う珍しい動

物です。

ハトではチョウショウパト 2番、キンミノパト l 牢1974年 に寄贈を受 けた動物 ・保護した動物

訴が人りま した。 今年も又、多くの市民の方からいろいろな動物を

日市乳類ではあまり珍しい種類は入りませんでした。 項きました。今年 1月から11月末現在で受付件数は

トムソンガゼル l頗 （オス）、ハナジロゲノン 5 305件、 88稲430点の多きに逃しています。 その中か

頭、 パタスザJレ2頭、 トカラヤギ2聞などです。 らまず有：JI悦を受けた主な動物Jをあげてみますと、哨

* 1974年の交換動物 乳類ではアシカ（オタリア） I番を 1月に瓜きまし

今 年l主中国と 2f'I＇の動物交換がめりました。その

lつは北京動物悶との交換で、当聞 からはアカカン

ガJレー l番 とルリコンゴウインコ 215:をl贈り、北京

からはモウコレイヨウ l盤、タンチョウプJレl羽（

メス）を贈って釆ました。モウコレイヨウは中国か

た。入国当時は当闘に居るカリフオルニアアシカと

比 べでかなり小さくて心配させられましたが、最近

ではその援も感じら

れないほど成長して

来ています。 4月に

はフクロテナガサワレ

（シャーマン）とシロ

テテナガ→YJレ、サイ

クスザJレ各 lirnの寄
Jl将カずありました。

フクロテナガサ’Jレ（

オス）は：！＇！闘では今 Fー
まで飼育されたこ と

がなく、全国の動物

園でもあまり飼育さ

れていない珍しいサ
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Jレです。人出l当時 は まだミルクを飲んでいたのです

が、1i!i近はかなり大 きくなって特徴的なのどのふく

ろも大きくふくらんせる ようになりま した。 9I lに

はオ セ ロ y 卜 （ メ ス） の寄1~：けがありました。 日 本の

動物闘では現在飼育 されていない毛皮の災し いネ コ

科の動物です。最近 やっ と動物問の環境にもなれて

きたようです。

.f.VM~ではカ ツ オドリ の寄J~；r: があ り ま し た。この，伐

て死 亡 したものです。 8Fl 1.:1よトラ｛メス｝が死亡

しました。 このトラは11Tlf1138{f.人l羽n:.1<7 l<!lもII＇，起

している俊秀な卜 ラだったのですが、 HトI2 LIのお

庄の際、 2ll苅は剣晃半生ま れたのですが、 3liJ'.i日のHf;

児が子宮を舷裂させて11/1脈戸、lに校法 し、：.；...ド1:11/111矢炎

を起してタE亡 したものです。 101Iにはキ リン（ メス）

の リリーが山内に多；庇のピニール生Clをつまらせて ＇1'i'

11訪問符をおこ して死亡しました。む・作 さんの与 える

お菓 子釘iの包装は1山内で消化されず、 しかも1-Ji'i世も

されないため口内に次 キにたまり、 li!d去にlよ自lfもfJ

べら れない状態にな ってしまうのです。今後刷物に

(j:;f色主J自ilfを'I.，らなL、て芯iixしし、ものてるす。

牢1974年の主なできごと

0 I月 1日一 l円15日まで也－wのトラのわ．もちやl民
( 11ケ固172.

0 3) J181=1 ～24 1=' の!fi)J物愛泌.l!MJliJ rl ’、 総介家v寺田~J物

慰霊祭を行い、又 Lll:Wの家樹おもち平民 （32ケ凶l羽

点 ）もnトlきました。
は熱借地方に分平hーするもので、た またま航海中の鉱 。 仲ii点｜の 白木厄刷の l附 に弁当広場が、北｜世！の駐巾

右巡搬船に飛びこみ大阪ま で米で しまっ たものです。 羽の備 にはファミ リ一広助がそ れぞれ新 しく J立け ら

れ、 汗日lニ芝生が柏えら れました。

。 4月 2日十lで動物J闘が －)lC{の’JJ淀川 （日1；、似し、）

ff ・，，，，. 司一世訟；：，；.＇－；会主2盤盛圃 に昇給し、飼育・は 管P川が新たにできました。
. ,. , ぬが店直E置圃晶晶コ正面エァ一一一一一一一一一一一一一

その他J、ヤプサのf中間lのカラカラと い う.（~の為・fす

もありました。あ まりf主しく はあ りませんが、イ ン

コ要（［ではオオノ〈タン、 コンゴ，yインコ 、キポウシイ

ンコ、コパ タン各 I;J;Jなどの寄付 があ りました。

ノ、虫紛では ミズオオトカ ゲ ld』’i、 トゲオ トカゲ2

出’l、 リュウキュウキノポリト カゲ3:ifiなどの・t.l'・Hが

あ りました。

本1974年に死亡した動物

生ある ものは必ず死亡するものですが、今年 もX

いくつかの大きな動物が亡 くな りました。 まず211 

にク ロサイのオス｛千佳定12才）が死亡 しました。死

凶は11引守杭服に赤Jfll球 に合 まれている鉄分がt-t,t （ニ

t泊；1Yfしたため、月場のt肖イヒl倣l[X'.｛＇＼三111が：！！.＼くなり 氏時泊し

。 4月28l:I～5月12日 まで＃の刷物｜世lまつりが行わ

れ、 Jmrm •I•は !fi)J秒JのJ!!H守中lI.！真コーナ一、オ ランウー

タン 、チンハンジーのi'.li1位、幼脈l¥ll!ICのi段技、 人形

1¥11］、 かわいい刷物の広場、 ゾウのlI JJを，nる会など
がllliされました0 ・／ウの口万はヒロコが1340切 れ昨

年より280kyK')）、ユリコが37801..q(l301..qJ!')）でした0

0 6月から 全凶の公立動物I刻では初めての休l也11::1が

実胞 されました。 （毎月節三門川 Hが1本間LI)

。 7IーI2日でキーウイの飼育i_r,f:が渦 4正lニになりました。

。中凶の北京刷物l占lと動物公換 が実現 し、 タンチョ

ウヅル l羽 と、モウコレイヨウ l得カ＇8円 511 にや

って米 ました。

。~1'i: し、 て 8 月 27 l=i に lよ lニ海d i問先IS公 l~I との刷物l火J換

でク ロ司オ カミ 、マナヅJレ作 11併が米ました。

。 10月271::1 -11 !l 10 I Iのllll秋の!f!}Jq初｜剖まつりが行わ

れま した。

。 10月 1口にボイラーの火入れ式を行い、11Jtrnを！日j

k台しました。

（編集部・ ・ 宮下 実）
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会 カルガモ飛来

10月中旬、待I闘の 日本庭幽の池にカJレガモが飛来

し始めました。 例年11月末頃にやって来るのですが

今年は少しヰ いよう です。H召利45年にこの池で 6羽

自然ふ化 したカJレガモが、羽を切っていないために毎

年 シベリアの方へ波 って行き、毎冬虫リ借りしてくる

ようになったもので、年々その数が噌 えています。

今年は多いu寺で30羽近く も池を泳いで いるのが見 ら

れます。

動物園ニュース

夢が広がるショッヒ。ング・－－－－ー
近鉄がお届けします

，今、＼
ぽ、γ~－ 揃

1 inmim~ i [i!¥¥¥iiiil ~ 
...... ~··－· －：：：：· J Hil!ii!!ii ~ 

建問幽岨4重量盟塑J砲さ蜂L
上本町近鉄TEL.(06)779-1231

て Vjfl!!.ノ 」 ／ －内

モが5羽、 チョ ウ
ショウノ〈 ト4司司、

キンミノ ノfト251'1、

アンデストキ l羽、

イワ トピペンギ ン

4羽が入国 しま した。

l”で型広働も
奈良近鉄TEL(0742)33・1111 

⑮近鉄

年は元旦、午前 9時半から午後4時半まで平常通り

開闘いた します。

。毎JJ第三月U/1l円l;I:動物閣の休園日です。 12Flは16

日が休閑Hになります。

。元旦に入国 されるお客微 （先着 500名機）にウサ

ギのカレンダーをプレゼント します。
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んです。人以l当時はまだミルクを飲んでいたのです

が、 Mili.はか伝り大き く会って特徴的なのどのふ く

ろも大きくふくらんせるようになりました。 9I lに

はオセロ ッ ト （メス）の谷川・1がありま した。 日本の

て安正亡したものです。 8月にはトラ（メス）が死亡

しました。 このトラはII（｛ヰ1138年人閲L:J.米 7同もtl',1'l'i

している縦秀なトラだったのですが、 8月 2日のわ－

;inの｜際、 2~J[(;j:燃が生まれたのですが、 3lll'inのII台
児が子宮を破裂させてllWI＇~内に説法し、急‘γ1: 11\lJI英炎

を，包して夕ヒ亡 したもので寸 。lOFIにはキ ＇） ン（...＜ λ ） 

のリリ一がt守内に多i立のピニ一Jレ畏iiをつまらせてr1' 
m;iμ市

お·？.長子墨Iiの包袋は吋I式Jて予消化されず、しか払初計I~t. 

遊園施設委託経営・製作・販売

久竹娯楽株式会社
本社工場大阪市西区南堀江通3-40

電話大阪（06)541-3112・3938番

」...~ ・o.1 CJ Vハみ’U可 此」 9 <ob VJ ('9’刀、、 今 E1・－も又

いくつかの大きな動物が亡くなりました。 まず 2I I 

に クロサ イのオス（抑定 12-l'）が死亡 しました。死

闘はII幼管粘11!.Sに赤lfll球l二合まれている鉄分が多民に

iブt1''fしたため、 lll;lの消イヒII及lf)(f1lll lが：I!＼くなり3：正見込し

Hました。

。 10月 lLiにボイラーの火入れ式を行い、II浸mをllトl
!ltiしました。

（編集部・・ 宮下 実）

- 10 -

会カルガモ飛来

10月中旬、商圏の日本庭園の池にカルガモが飛来

し始めました。例年11月末頃にやって来るのですが

今年は少し♀いようです。昭和45年にこの池で6羽

自然ふ化したカJレガモが、羽を切っていないために毎

年シベ リアの方へ波って行き、毎冬里帰りしてくる

ようになったもので、年々その数がI曽えています。

今年 l主多いl時で30羽近くも池を泳いでいるのが兄ら

れます。

会新着動物

11月に新しく入った動物をお知 らせ します。 まず

日， L アフ リカ中

分な注意がいりま

す。烏では白本の

動物闘では珍 しい

インドトキコウカf

l番人りました。

現在水禽放努舎に

展示していますが、

うまくいけば来年

には産卵が兄られ

るかもしれません。

そのイ也クピワコヵ・

モが5羽、チ ョウ

シ ョウパ卜 4羽、

キン ミノパト 2羽、

アンデス トキ l羽、

イワト ピペンギン

4羽 が入国しました。

央部に分布

するハナ ジ

ロケ’ノ ンカず

5頭入りま
した。熱帯

産の動物だ

けに日本の

寒さには充

動物園ニュース

合動物舎への暖房本絡化

きびしい冬の軍事さがもう自の1liJですが、熱借地方

産の動物や寒さに弱い動物には暖房を入れています。

サイ舎とキリン舎は赤外線ラ ンプ、パ ネルヒーター

などで暖房し、それ以外の動物には重油ボイ ラー に

よ って熱いスチームを各舎に送っています。

各動物舎の品1皮

ノ、虫会 25～30°C カパ舎（室内プール）15。c

サイ会 1s-20°c チ ンパンジー会 15°C 

キリン舎 13～ 15。c ゴリ ラ舎 1s0c 

会 オオミ ズナギドリの保護

今年も例年通りオオ ミズナギドリが保殺され、当

闘で治療と世話をしています。 11月 6日に八尾で l

羽伯作箆されたのを宇刀めとして11月231:1まて汁ニ13ヨヨt#
込まれて来ました。大

半が幼鳥で体力がない

ため墜落して市民の方

々に捕え られる らしく、

小ア ジと栄袋剤の強制

さし世耳をあEけていますー。

台 工 トに因む世界のウサギのおもちゃ展

新春の天王寺動物闘ではエ トにちなんでウサギ舎

に「しめがし の飾り付けと重克もちを供えます。

また、世界のウサギのおもちゃ展と鋭う って、日

本各地の郷土玩よLのウサギ150点を始めとして、世界

15ヶ国50点のウサギのおもちゃを展示します。

会 JJ,l・・・・天王寺動物悶冷房ペンギン合

会 期ー・ーーー昭和50年 1月 l1:::1-1Hl5日

出展'l'i・・・・・・おもちゃの動物｜苅長 吉田平七郎

牢お知らせ＊

。 12月29、30、31iゴは休図させていただきます。新

年は元豆、午前引時半から午後 4時半まで平常通り

問l羽いたします。

。毎月第三月間 nは動物閣の休閲日です。12月は16

日が休悶目になります。

。元旦に入国されるお存械 （先者 500名綴）にウサ

ギのカレンダーをプレゼントします。
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鳥獣輸入

全国動物園水族館御用達

・医学実験用動物

・愛玩犬、猫直輸入

・宣伝用、テレビ用、貸動物

・教材用鳥獣剥製販売

・原色世界＊類図鑑（34縫｜枚もの）要郵便券150円・鳥獣価格表100円

有限会社吉 商 〈云．．．．．．．．．． ．．．．．．．． 
－－
a

，
 

本社神戸市生田区中山手通三丁目二八番地電話（078)221-8195・221-1517
飼育場 .j:1j1戸市葺合区神仙寺通三丁目一番地電話（078)241-3494。

直言ヨ
．合成甘昧料・合

成保存料・合成

糊料・合成着色

料はいっさい含

まれていません。

各140c.c.=90円
パイン・オレンジ・ストロベリー・フルーツカクテル

掴集委員 〈小谷潔・林邦彦・大附信米田敏光樽本黙図上勝〉
中川道朗・農本武志・深井荷1美・＊ 政宏・宮下 実


